
合志楓の森中
学校だより 

  
令
和
六
年
度
が 

は
じ
ま
り
ま
し
た
。 

 

合
志
楓
の
森
中
学
校
、
開
校
四
年
目
が
始
ま
り
、
約

二
週
間
が
経
ち
ま
し
た
。 

 

「
稚
心
を
去
り 

己
を
啓
く
」
と
い
う
校
訓
の
も
と
で

「
夢
と
誇
り
を
持
ち 

自
分
ら
し
く 

主
体
的
に
行
動
で

き
る
生
徒
の
育
成
」
を
学
校
教
育
目
標
と
し
て
、生
徒
、

保
護
者
、
地
域
の
皆
様
、
行
政
、職
員
が
五
者
連
携
し
な

が
ら
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
私
は
こ
の
度
の
異
動
で
阿
蘇
郡
の
南
小
国

中
学
校
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
高
田
幸
伸(

た
か
た
ゆ
き

の
ぶ)

と
申
し
ま
す
。
少
し
自
分
の
こ
と
を
お
話
し
し
ま

す
と
、
初
任
は
東
町
中
学
校
で
、
そ
の
後
は
阿
蘇
管
内

の
学
校
で
勤
務
し
ま
し
た
。 

平
成
二
十
八
年
に
開
校
一
年
目
の
南
阿
蘇
中
学
校

に
赴
任
し
、
開
校
し
て
一
週
間
で
熊
本
地
震
が
起
き
ま

し
た
。
阿
蘇
大
橋
は
崩
落
し
、
道
路
は
寸
断
さ
れ
、
校
舎

は
至
る
所
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
連
絡
網

や
安
心
メ
ー
ル
は
使
用
で
き
る
状
態
で
は
な
く
、
一
軒

ず
つ
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問
し
な
が
ら
生
徒
の
安
否

確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
か
ら
学
校
は
再
開
し
ま

し
た
が
、
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と
は
簡
単
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
宅
や
故
郷
を
離
れ
て
生

活
せ
ざ
る
を
得
な
い
生
徒
や
保
護
者
も
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
生
徒
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々

は
、
多
く
の
協
力
や
創
意
工
夫
を
重
ね
な
が
ら
、
力
強

く
生
活
を
取
り
戻
さ
れ
て
い
く
姿
を
間
近
に
見
て
、
私

自
身
大
き
な
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
津
中
学
校
、
南
阿
蘇
西
小
学
校
と
赴
任

し
ま
し
た
が
、
熊
本
地
震
の
影
響
を
様
々
な
場
面
で
感

じ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
「
当
た
り
前
の
日
常
生

活
」
が
い
か
に
特
別
で
尊
い
も
の
な
の
か
強
く
感
じ
な
が

ら
生
き
て
き
ま
し
た
。 

 

四
月
八
日(

月)

の
始
業
式
で
は
、
三
つ
の
こ
と
を
生

徒
た
ち
に
向
け
て
話
し
ま
し
た
。 

一
つ
目
は
、命
を
大
切
に
す
る
こ
と
。 

・ま
ず
は
自
分
の
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
、そ
し
て
家
族 

や
周
り
の
人
た
ち
の
命
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
伝
え 

ま
し
た
。 

二
つ
目
は
、一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
。 

・悩
み
や
き
つ
い
思
い
を
誰
か
に
話
す
こ
と
で
、心
が
整 

理
さ
れ
た
り
、落
ち
着
い
た
り
す
る
の
で
、と
に
か
く
勇 

気
を
も
っ
て
誰
か
に
話
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。 

三
つ
目
は
、何
事
に
も
挑
戦
す
る
こ
と
。 

・
様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
、
経
験
を
積
ん
で

ほ
し
い
、挑
戦
し
て
う
ま
く
い
か
な
く
て
も
そ
の
経
験
を

い
か
し
て
、
ま
た
挑
戦
し
続
け
れ
ば
い
い
と
伝
え
ま
し

た
。 

 

生
徒
た
ち
は
、新
学
期
が
始
ま
る
こ
の
「
節
目
」
を
気

持
ち
新
た
に
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

の
期
待
に
添
う
よ
う
に
職
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
、
地
域
・
関
係

機
関
の
皆
様
、
引
き
続
き
本
校

教
育
に
ご
理
解
・ご
支
援
を
賜 

り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

本

校

教

職

員

の
紹

介 
 

校 
  

 

長 

高
田 

幸
伸    

南
小
国
中
か
ら 

教 
  

 

頭 

一
安 

恵      

武
蔵
ケ
丘
中
か
ら 

主
幹
教
諭 

薮
田 

挙
美    

県
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら
（
全
学
年
技
術
） 

一
年
主
任 

深
水 

清
綱    

四
年
目(

一
・二
年
英
語
） 

一
年
一
組
担
任 

益
﨑 

望   
  

 

四
年
目(

一
・二
年
理
科
） 

一
年
二
組
担
任 

津
留 

慶
次   

 

合
志
中
か
ら(

一
・三
年
社
会
） 

一
年
三
組
担
任 

白
木 

希   
  

 

大
津
北
中
か
ら(

全
学
年
音
楽
） 

一
年
四
組
担
任 

宇
戸
口
圭
一
郎 

玉
名
中
か
ら(

一
・二
年
数
学
） 

一
年
副
担
任 

坂
本 

公
代    

四
年
目(

初
任
研
指
導
教
員
） 

一
年
副
担
任 

山
隈 

尚
文    

二
年
目(

一
・二
年
国
語

） 

二
年
主
任 

長
野 

正
樹  

  

三
年
目(

一
・二
年
数
学
） 

二
年
一
組
担
任 

松
本 

星
也  

  

三
年
目(

全
学
年
美
術
） 

二
年
二
組
担
任 

塚
本 

依
佳  

  

二
年
目(

一
・二
年
保
体
） 

二
年
三
組
担
任 

本
村 

彩
香  

  

三
年
目(

一
・二
年
英
語
） 

二
年
副
担
任 

小
山 

裕
子    

四
年
目(

全
学
年
家
庭
） 

三
年
主
任 

光
永 

万
美  

  

四
年
目(

一
・三
年
国
語
） 

三
年
一
組
担
任 

井
上 

健
太
朗  

三
年
目(

一
・三
年
保
体
） 

三
年
二
組
担
任 

後
藤 

健
介  

  

四
年
目(

二
・三
年
数
学
） 

三
年
三
組
担
任 

大
久
保
美
乃
里 

三
年
目(

二
・三
年
英
語
） 

三
年
副
担
任 

喜
納 

政
直   

 

三
年
目(

二
・三
年
社
会
）  

三
年
副
担
任 

福
田 

幸
範   

 

甲
佐
小
か
ら(

二
・三
年
理
科
） 

も
み
じ
一
組
担
任 

宮
本 

奈
保    

泗
水
中
小
か
ら 

も
み
じ
二
組
担
任 

松
尾 

明
音   

 

新
規
採
用 

も
み
じ
三
組
担
任 

川
内 

亜
矢   

 

四
年
目 

も
み
じ
四
組
担
任 

渡
邊 

陽
香
里  

三
年
目 

も
み
じ
五
組
担
任 

坂
井 

弓
恵  

  

四
年
目 

も
み
じ
六
組
担
任 

菊
池 

竜
徳 

 
  

二
年
目 

養
護
教
諭 

橋
爪 

昭
子    

四
年
目 

事
務
主
査 

岩
木 

和
美    

四
年
目 

Ａ 

Ｌ 

Ｔ R
a
lp

h
 Q

u
ita

in

三
年
目 

教
育
活
動
指
導
員 

森 

聡
子 

     

西
合
志
中
央
小
か
ら 

教
育
活
動
指
導
員 

中
村 

明
佳    

二
年
目 

教
育
介
護
補
助
員 

佐
藤 

美
香  

  

四
年
目 

教
育
介
護
補
助
員 

原
田 

千
津  

  

三
年
目 

教
員
業
務
支
援
員 

森 

李
佳   

   

二
年
目 

学
校
司
書 

堀
田 

郁
代  

  

四
年
目
（
楓
の
森
小
籍
兼
務
） 

用 

務 

員 

田
尻 

正
一  

  

四
年
目
（
楓
の
森
小
籍
兼
務
） 

※
学
校
生
活
の
様
子
や
様
々
な
情
報
は
、 

本
校
Ｈ
Ｐ
に
随
時
、掲
載
し
て
い
ま
す 

の
で
、こ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

R6.4.19（第 1 号） 

文責：高田 幸伸 

楓
の
誉 

中学校から小学校へ、図工・家庭・保体 

小学校から中学校へ、数学・英語の相互乗り

入れを授業を実施します。 

朝
の
挨
拶
運
動
の
様
子  
↑ 

※この箇所には、名前などの個人情報が含まれておりますので、掲載は控えさせていただきます。 

 


